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特定丼営利活動法人

卿1問

FORYOU にこにこの家
自 今和 4年 4月 l日
至 今
“

年 3月 31日

「シニアがシニアを支えるまちに」「子育て・子育ち応援社会」「誰にも優しいまちづく

り]を 目指すNPO法人として.「伝え合う・認め合う・文え合う」を念頭に『社会教育」.
∫学校教育].「家庭教育」が重なり合つた地域社会における「共生」「餡働」「連携」を踏

まぇた地姉 祉に取り肛んできた.

新型コロナウィルス感染の拡大防止を配慮しながら.「シニア応援事均  『地域交流事業]
明 童館事業,『防災鍼 災事業」「心の輸事業」『子ども食堂事業」のすべての事業に取り

組んだ.

シニア)昨年度ミニディサービスを取りやめ.訪問型生活サポー ト事業継続を決定し.
コロナ禍の中でできるだけ足を上めず.生活を文えるための工夫をしながら.また

四郎丸地域包精支援センターさんや袋原地域包括文接センターさんと連携 し.多 く

の高齢者からの要求に応える事業展開となつた.●間型生活サポー ト事業は.新型
コロナウィルス禍の状況においても『日常生活」を支える意義ある事業であり.シ
ニアがシニアを支える社会の基礎い となつている.

子ども家庭)新型コロナウィルス禍において困鋼状況にある家庭も多くみられたこと

もあつ.東四郎丸児童館.自石第一・第二児童館では法人子ども食堂と連携 し.お

やつやお昼の提供を行った。特に家庭支援が必要と見られる家庭べの支援を学校や

児童館と一緒に行つた.また イベントや行市は三密を配慮し.短時間でできよう
I夫し.子 どもたちの笑顔を引き出すような取り組みをできるだけ実施した.

子ども食鋤 月1回～2回.イベントや行李に合わせて「′ヽリーレストラン」を開き.

子どもや地域に向けてお弁当配布や生活必需品などの提供を行った.毎回利用する

親子や袋原.四郎丸.東中国地区各方面から集まってくる子どもたちの笑顔から.

家庭

―

困対策の一助となったと考ぇる.

職員研修)職員人材育成のために.仙台市・白石市の職員全員が集まる法人による全
体研修を行つた。にこにこの家が口指す児童館.児童館職員としてのあり方などに

ついてみんなで考え.話 し合い.子 どもたちの実顔のために頑張ろうという新たな

決意表明のつi修となった.

咆域交流事業jや ∫防災・減災事業」「心の輸事業」は縮小しながらも継緯して,っ

た.法人の指,「である「AOモ to, vith ●o,ona  を掲げ.コ ロナに対応しながら.日
"生活を.いつもの生活をすることを提唱して.実践した.

令和 4年度事業報告書

I 事業の総括
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『にこにこの家』は、子どもも高齢者の方も何らかの障がいを持つ方
も、『みんなで手をつなこう』 『みんなて支え合おう』を念願に

地域福祉に取り組んているNPO浩人です。
やさしく健やかなまらを目指します。

[私たちの地1或をいつまでも住み続けたいと日えるまちに』
『誰にも優しい街づくり』

Ⅱ 活動に関する事項

シニアがシエアを支えるまちに :

にこにこの家は、「Action wth cOЮ na」 を掲げ、コロナに
対応しながら、日常生活を、いつもの生活をすることを提唱して、

事業を実践しています。
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1.【シエア応援事業】

住民主体による訪F.1型地域支え合い活動促進事業

活動実績・ ～生活サポーター派遣～

利用者数 (実人数, 3`人
支延実施延´`件材 120回(150D
従事者抜 (実人数)

目的・

ンニア応援事業としては.少子高齢社会の中で「シニアの生活]を支える活動が必要に

なつていることを略まえ.ンニアがシニアを文える生活サポー ト (住民主体による訪岡型

地域文え合い活動促進事業)を継続して行った.この事業により.当法人が目指す『シユ

アがシニアを支えるまち]に少しずつなつてきたように思う.

支え合う

食事

『

り

草取り

,青掃

窓ガラス磨き

通院付添い

買い物

衣類の整理
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少子高齢社会が進む中で.自分のできることは自分でする.でもできないところは
応援をしてもらうという仕組みづくりが地域の中にできると安心安全な暮らし.恵み
のある生活ができると考ぇる.訪門型地域支え合い活動は.地域の方のサポー トを受
|サながら.サポー トしながら.地域で暮らしているという′

`ヽ

さなつながりを生み、 シ
ニア応援事業となつている.今年度もつロナウィルス感染状況を麟まぇ.検出 消
苺・マスク着月に気をつけて訪間をし.トラブルなく実施できた.今後も四郎,袋
原嶼 包括支援センターと相談しながら.連携し.協力し合って支崚の必要なシニア
の応援を継続していく予定である.また 生活サポーターさん証修会を 2月 .3月 の
2回行い.15名 の方が参i】 |し .次年度に 5名の方がサポーターさんとして活動する.
今回仙台市から500い人ンフレットを印刷していただいたので.賊 包活支援センタ
ーさんにも配布し.マスクと一緒に地域の高齢者の方たちにも込らせていただき.広
報にも力を入れた.その成果もあり.名取市や若11の方からの問い合わせがあった.

^後 も豊齢化社会に向かって.地域のシニアがシニアを応援 し.支ぇ合う活動である
住民主体による訪間型繊 文ぇ合い活動を継続していく.
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2.【地域交流事業】つながる・認め合う

1) 「はっとネットin +Ell{t*.6r*,Hlzoo3e-
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地域の様々な団体や学技.地域の人たちと連携し.子 どもも高齢着も.病気や障が

いを持つていても.すべての人が安心して生活できる.地域で地域の応援ができる

東中国地区を目指し.いろいろな活動を経綬して実施する.

ほっとネットin東中国

安全安心なまち東中田
～地域支えあいネットワータ～

子どもも大人もお年よ,も .綱気や障害を鶉っていても. ``、
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活動実績・

令和 4年度のテーマ 安全安 |いなまら 東中国 2022
～コロナ禍の孤立をなくそう !!

子青て家庭を、障害者を、高齢者を応援していこう !!

コロナ拙において孤立をなくす取リメiみが必要と考ぇて.三替を考慮しながら.家に
ひきこもつている高齢者などを対象に「集まる場,の提供及び「うなかる」懇親会を 6
月と 10月 に開他した.地区社協や地域包措支援センター.民生番真さんたちの作サロ
ン参加者.に こにこの家の生活サポー トの利用者さんや各団体の利用者さんに声がけ
し.[合同サロン」を行った。また 10月 には東中田市民まつりでほつとネット io東
中日のメン´`―と一緒に『ほぅとひと,ヽきコーナー」を開き.コ ロナ樅にお |す る●エ
についてのアンケー トに答えてもらい.く し,|き でプレゼントを配布した.大人 100
名・子ども 100名 が答ぇてくれた.また 通年の活動である年■2回の会議実施.年間
カレングー年 3回発行し.町内回覧やときた新聞店の協力で 3950世杵に配布した.

令 和 4年6月 &40月 1まうとネット,o東中 日 懇親 会
～地域に地区社会福祉協議会がある!民生委員がいる～
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2)【学びのコミュニティ～東中国復興プロジェク ト かにっこ和大菫隊～】

、`■'
【文四郎丸児童館 事務局 ・事薔局長12012年～

口的・

■■4ρi録を和太致で紡ぐ～ *

■、_`ュ,1●■とした時に

'輩

政宗様が興 た驚青蕪●名烈 11●″
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た●
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Ⅲ園●堅′ュン■ク_11●
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カ人三墜1_と命

`
2012■ 12月 に地域の 3小学校とl中学校とつながつて活動する「学びのコミュニ

テイ～東中回復興プロジェクトかにoこ和太鼓隊～」を結成し.児童.生徒.保護
者.地域住民.教敲員.児童館職員など有志で 11年間活動を維続してきた。今年度
は中国中学校の子どもたちも参加して.広がりのある活動になった.
『かにつこわ太螢隊」は.東中田地区から仙音を元気づける「復興太競」を目指す
ること.和太鼓を通して地域の歌育力を高めること.そ して地域コミュニティFり に
責献するという「願い」と『思い]を掲げ.学校や施域の協力と応援をいただきなが
ら.PTA'事等や地域のお祭り.全国rA研究大会 in仙台.全国児童館みやぎ大会な
どで和太鼓演奏をしてきた.

2022年度は長年の活動′ヽ認められて「仙台市児童・青少年育成大会」にて表彰を受

けることになつた。発表に向けて.民族舞踊団ほうねん座の指導を受け.消議 校
温・マスク着用を徹底じ.コ ロナ感染防止をしながら.東四郎丸小学校の体育館で毎
回 2時間集中した.初心者の子どもたちが多かつたが.みんなとでも頑張りました。
当日はかにつこ和太鼓隊結成に関わってくださった教頭先生たちも招特し.「あり
がとう」の言葉を伝えた.中学校のま長発生や教頭先生.担任の先生まで応援に来て
くださり.子 どもたちの′`チさばきがいつもよりも軽やかで力強い音をただきだして
いたようだつた.「仙台市児童

=少
年健全育成大会」での演奏は和太鼓隊結成の中で

最高の演奏でした.来場者の方々より『素脩らしかつた」「感動した」とのお言葉を
いただき.一生懸命に演奏した子ども量にとつて最高の贅辞でした.ま た 1東中国市

民まつり」や『3・ 11笑顔 2023」 など地域のイベントで大きな拍手と声援をいただ
いたことも.子 どもたちの心に新たな光をともしてくれ.あたたかな活動となった.

I募■■復塁プ■ジ■″_ヽ■t,,m本 鼓隊

～東中国地区の 3小学校・ 1中学i曖と地域の連携事業～

学びのコミュニティ束中回復興プロジェクト「かにっこ和大蔵隊」は.集 教育.
学校教育.社会教育の相互述機を包合した生涯学習社会実葛の一環となつている.



活動実績・

参加者 :54名  児童笙掟 36名
朦賢会暑 :東四郎丸小体育館で練習

保護者や地域住民 10名  教職員 8名
8回 (7月新型コロナウィルス対応のお中止)

仙合市児童・■少年撻全育成大会

場所 :日 立システムズホール仙育

4 H 19日
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1月 に家族を招いての上映会で子どもヽ家族の方たち全員に感想を言ってもらった

が.自 分たちの湾奏を見た子どヽたちは口々に「すごい」「がんばつた」と連発し.

家族のみなさんからの「感動した]「棄睛らしい」という言葉を開いて.更に子ども

たちは 幅 動を与えることができたんだ !!jと 満面の実顔できんでいた.
各学校の致頭先生や地域の学校関係者.児童館や市民センター腋員などで行った
「学びのコミュニティ推進委員会」会議でも.学校では見られない子どもの勇敢な

姿に感動したというご意見や.応掟してくれる教員や地域の人たちがたくさんいるこ

とにも感謝したいという感想もあり.心温まる会議となつた.
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中 田

"
民
= P,

:■El

掟 末 【地域の方に実顔を届けました I
コロナ禍だったので.地域の方たち
の前での発表は 3年ぶりです.緊螢
する中.地域のみなさん|こ「笑顔と
元気」を与えたいと一生懸命に和大

蔵を技露しました。

●

ｒ
い
■
一

ヽ
Ⅲ

学びのコ ユ
~「
ィ推進尋昌会会議

・ヽ .

2の2年 10月 2日 (日〉12:oo～ 14:∞  東中●市民まつり

||

2023年 1月 21日 (■)10:00～ 11:00 _基睦全笙上墜全

｀|●
|

・
Ｌ

【 上映会をしました ,
大会演奏から2カ月.60名参加.
上哄後.改めて漬奏の実崎らしさ
に感動し.や り1選げた達成感を夫
有しました。

・ ヽ

L

| |

`.

"23年
3月 18日 (■)11100～ 12:00 .o_■■茎重_2塑 3

議l:‐il:][li:まい～
夕:|:仄:

,

盤
9月 20日馨i営

[賀■ .,.,1,1室
..

~●
0● 1,,●  ́  ^今和5年 1月 31日 東

壕嘉1者 :11名

,



3)【東中田子育てネットワーク1 ^表・市務局  2013年～

目的・

2004年頃から「地域のうなが ,」 「地域のみんなで子育て」が大切と考ぇ.いろいろ
な団体と手をつなぎ事業を進めてきたことが.今 ルとなってきていることが大きな
進歩である.|まっとネント 1● 末中日の仲間たちがいて.地域交流事業や防災減災率
業.子 ども食生事業などを進めて来られたと思う。また 東日本人晨災を体験して.
学校と地域との連携.地域コミュニティのつながり.災嘗時の子どもたちの心のケ
ア.助け合える家族の存在の大切さを知らされ.学校にある和太鼓を活用して.三つ
の小学校 (四郎丸小.東四l「丸4ヽ.装原小)と装原中学校がうながつて.地域を元気
にしていこうという思いから.2012年 12月 畔 びのコミュニティ 東中日復興 プロ
ジェクトかにつこ和太鼓隊]を結成した.子 どもたちを真ん中に.円

「

先生・地域
の方たちが一緒になつて和太改演奏をし続けてきている.10年間『かにぅこ和太鼓
隊」を継続できていることは.学校の協力.家庭や子どもの頑動 が大きな力からと
なつている.今後も地域・学校と連剪しながら.高齢者や子どもたちの笑顔を厳って
事業を進化させていく.

3 【子ども食堂事業】応援する

子ども食堂名   子どもサロン にこ寺子屋&ハ リーレストラン

どの子どもも明日に希望が持てるように.未来に向かつて進んでいけるように

子育て応撲.賓国家庭支援のために文鼈する。『ごはん・声がけ・いぅしよ」

を轟 育の基礎として.伝えていきたい.

活動実績・

年「]田催回1数合計 19口

205     名参加鋳 計 ,  子ども 1 大人  185 名   計 l.800 名

～東中田地区の 3児童館が中心となり.地域の子育て支援事業に携わる団体や

児童発達支援センター.保腱センターとの連携事業～

´夕■ミヽ
″    ヽ
′0●●●●■■

躙 J   地域の子どもたちや親子などたくさんの方が楽しみにしてくれ

る地域の子育て文擾団体との連携イベントである乳幼児親子対象の「0.1・

2・ 3おやこ ひろぼ in 東中田].掟がいのある子もそうでない子も一緒にあ
そ!工うとすべての子ども対象の「ひがしなかたかにつこまつ ,」 .ま た  「者人
クラブ運動会」参加などは.今年度は新型コロナウィルス対応のため活動は,
わなかった.

事業成果 '

10



今年度はコロナ感染状況を踏まぇ.配食と会食の混合で実施した.子 ども食堂「′ヽ

ツーレス トラン」と.法人や法人が運営する児童館のイベントと絡めて.遊びの体験
活動ができるよう努めた.大人も子どもも家族で気軽に来られるよう取り計らうこと
で.貧国家庭の支援に取り組んだ.宿題などの自主学習支援はできなかったが.遊び
体験や世ヽ間交流を図ることはできた。

子ども食堂が
'子
どもの賛困問題」を緩和できる一助になればと願ちて活動をし

ているが.今年度は新たに個別家庭支援ということを子ども食堂として行ぅた.学校
とも相談しながら.シングルマプーが家を出て行ったり.夜遅く帰つてきたりする家
庭の子どもたちを先生たちと自宅に送りながら.子 どヽ食堂から夕頷などの提供を

「った.生活が困難になつている家庭ほど r食」の意識が低いことを懸念していたが.
実際に

'も
食べるものがない.,日 か食べるものに手が層いていない家族.何 も用意

していない.rらない割.「夕飯時間∫ということを知らない子どもの存在を日の当た
りにして.これから

'が
できるか.何をすべきかなど考えさせられた.朝 ごはんが月

意されていない子どもも多いことは以前から懸念していたが.更に今年度は
'夕
餃時

間」があること知らない家族の存在を知り.「ごはん」を食べるという習慣づけができ

ていない家族の子育ち .子市でを再認識した 1年でした。

にこ・サ ネット

00

*に こ・みヤヽ・ネット～相談活動～*

11

・ 6/26

・3/20

・ 10/12

・11/1,

・ 12/23

・3/18

【イベン ト:

にこにこの家動 祭

児童館まつ り

ピカンの日

かにぅこ村で遊ぼう

Ⅸoas活動報告会

3.11笑顔

子育て・子育ち応授のため.相談活動も進めたいが.コ ロナウィルスの沐況下にお
いて足を上めている状況であるが.今後会議を,い .活動を進めていく.
仙台市のホームベージにアクセスすると.その他の相談窓日として「にこ・あt‐

ネットコーナーjが紹介されている.



*冠力や応崚*

● ,

場i軍́きヽ

～食ヽ物資などありがとうございました～

仙台市ボランティアセンター様.みやぎ子ども食堂ネッ |・ ワーク (事務局みやぎ生

協)様 . ヨークベニマル様.ふ うどばルく東北 AαIN様 .株)高速様.本山製茶

(株)様.ポ ッカサッポロ様.キ リンビバレッジ様.言葉ロータツークラブ様.株 )
コロンバン様.名 取市志田様.骸子の■将様.牛丼の音野家様.地域の皆様

●

「
"

′
・
・
‐
―
　
“

【4月】

振書体曰に、たくさんの小学生が来ました。対面にならないように、黙食を
心がけました。唐揚げ弁当好評 !|
【5月】

| い ● _,

|

●

´

時間前から配布されるのを心待ちにしている子とも達が多く、大盛況てし

た。食べた子達からは「おいしかつた |」「もっと食べたい」という声が間

けました。

【6月】

●
”

感謝察と抱き合わせて、ハリーレストランを行つた。友達と一絡、おじいさ

ん一人.家族みんなてと、様々な20)人以上の方々に配布しました。

‐~●●■

■
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今回のハリーレストランも楽しみにしている方が時間前からチラバラ.
あつという間に配布終了となってしまいました。
【8月】

■
■
■
■
■
■
口
■

ロ

善
●

ヽ

● ● ‐

前々から子とも達が興味を持つていたハロウィン弁当.配●時間前からたくさ
んの子とも達が並0.配市開始時間と同時に無くなり、終了となりました。

【7均 ]

ヽ

i
一

~‐‐■●●●●●●●●●●●●●●●●●―

・́

■瞑コ

●

■・■ヽ

:=~ ・

ヽ

●

,

●

´

切

イOO食準備.20食ほど足りませんでしたが、ポランティアセンターさんから
いただいた支援物資をプレゼントとして配布.みんな喜んでいました。
【9月】

キユウリ等も添えた甘■焼き肉弁当 | お母さんと連くから来た子は実顔でし
た。

【10月】ハロウィン弁当

,
●

¬
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`|‐

●
・

【12月】ナポリタンバーグ～クリスマスパージョン～

・ヽ

■
■
■
Ｆ

I

」

活動報告会&ク リスマス会に参加するお反だうを対象にナポリタン′ヽ一グク
リスマス′ヽ―ジョンとデザートにアイスを提供しました。子ともたちは地域

の方や児童館応援隊のみなさんの前で活動報告頑張りました 11
(1月】おでん弁当

＝
＝

―
“
“
■
■

今回も早い時間から子ども食堂ハリーレストランがオープンするのをすつと

待つている子とも達の姿が見られました.体も心もあったまったかな !!

14

【11月】ハリーカレー

‘

Ｊ

とうちゃん s.「かにっこ村であそぼう」で体験コーナーに参加してくれたみな
さんにハリーカレーを配市しました.

,■・
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● | |
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事業成果・

け

｀

1 -・:翻瀞筆
―
ヽ

嘔 さ
‘

■
一ι
）

■

たくさんの小学生と地域の親子がお介当をもらいに来てくれました.

まだまだ配布時間内でしたが.あつという間にお弁当配市が終了しました.
【3月】ハリーカレー

~・
  

―

‐
―
‐

 _

「
,日 ]1.‐ レ  ‐

「3.11実顔 2023 ～震災をわすれない～」イベントにハリーカレーを提
供しました.東日本大履災から12年。いつとんなことがおきるかわからない
から.今を大切に、みんなとつながつていこう 11と呼びかけています。「仙合
発そなえグーム」などの体験コーナーに参力0してポイントを集めたら、1山台市
ボランテイアセンターからいただいた物資などがもらえるくじヨ|きを楽しんで
もらいました。仙台市ポランテイアセンターさん 。́みやぎ子ども食堂ネットワ
ークさん|まじめ、企業さんや名取市の方なとからも食材や物資の提供をいただ
き、感謝の|かを次年度につなきながら、1年を締めくくらせていただきます.

子どもたちが育つ上で.親のすべきこと.大切なことは『 ごはん・声がけ・いつ
しよ』だと思うが.「ごはん」が用意されていない家庭は.更に『声がけも.い oし
よ」も難しいと考えさせられた。自分の都合で動いてしまう親に翻昇されている子
どもの状況を軽減するために.親子で参i][できる機会を増やす方法を考えて.イ ^
ン トに絡ませて子ども食堂を行ったが.家庭内支援.家庭教育の必要性を痛感 し
た.親子で参加を考えない.子 どもは子どもで.親ほ親で別に過ごす家庭もある.
このような課題を念頭にEき ながら.その子たちが毎回子ども食堂に来て.笑顔
になつていることを忘れす.課題は多々あるが. 本来の 「子ども食堂∫の日
的・・ イハリーレス トラン」に来たみんなが.笑顔になつて帰つていくことを目指
し.一歩ずつ歩みを進めていきたいと思う.

´

【2月】かつ勝どん
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■ト0「仙台,そなえグーム」力13年～

i市民協慟による地域防災構造実行委員会の代を・事務局」

仙台市役所と仙台市民で晨災の教訓||を未来^活かす体験型遊難ケームをm
発した.魅災の教副||を活かした 「自助・共助・連携,の視点から地域コミ
ュニティの活性化を図る。ある町のある人になりきつて『あつたらいい

な |」 と思う 吸害ヽのそなえ」を考えるグームです.

―「ある町 0地 図～

・.=

` `

プログラム 〔

プログラムせ

プログラムШ

プログラムⅣ

「いろいろな災官のときどうする,」
『黎候ケーム  防

"ユ
ンク」

「仙台発そなえケーム」
『小さな防災・滅災j

■

・
`。
,,″ )ヽ,・ '~

米 て,卜 入■ 史
‐.メ●|、  下 |ヽ ,`●.

★未米^震災の懃1訓を伝ぇる ★生活の場を文えあう ★心の僣を広める

■ ,
■

゛●●、

口 ●
・ ■

一

一

綺

ヽ

．
●″■ t」

‐
つ

―
●
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Ｌ

ヽ

ヽ
｀

●

l

山

元菫

4.:防災・減災事業】伝え合 う
東日本大震災の教訓を未来に伝え、防災磁 災教育に取り菫む事業

「防災・滅災ワークシヨップ,仙台市教育センター新防災副読本にヽ●

3月 15日
令和4年度防災シンポジウム
第17回災書に強いコミュニティのための市民フオーラム

「防災・減災ワークショップ」

■

◎「防災・減災学習プログラム」
"14年
～

～改■委員会,・気アップ事業の助成を受け開発した。

■

ヽ ■・ ‐
^´ ´

¨

ヽ ‐

●■
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令和 4年度実施会

《令和4年度防災・減災ヮークンヨツプ実施会日程〉

B時 内容

6月 23日 (火 ) 仙台市立袋原中学校 仙台発そなえゲーム

'月
2日 (土 ) 他台発そなえゲーム

7月 0日 (日 )

家族ゲーム～け卸 ュック～.いるいうな

災書のときどうする●

防災リュック

東北学院大学
r仙台発そなえゲームを通して

地域防災を考える」

9月 8B(■ )

0月 17日 (■ ) 仙台発そなえゲーム

10月 1日 (土 )

仙台市立西教 中学秩 仙台発そなえゲーム

仙台市立小松出小学校

防災載災学習プ0グラム
Ⅲ 2年生

小きな防災.滅災
34年 生

11月 eO日 (水 )

仙台市立将監中学校

市案成果・
コロナ禍でまだ防災減災ワークシヨンプを行う環境にならず.中 11になっ
た実施会もあるが.震災を体験したことから市民協働で作り上げた「仙台発
そなぇゲーム|や敦育委員会,こ気アップ事業で開発した防災減災学習プログ
ラムを伝ぇていく役割を法人として継続して実施できている.

17

依輌先

仙台市立東仙台小学校

仙台市立生出小学校

7月 2,8(水 ) 仙台市東四郎丸児童館

8月 4日 (本 )

仙台市立中田中学校 仙台発そなえゲーム

仙台市立辛町中学校
仙台市立争町南小学校

いろいろな災書のときどうする●

5・ 6年生
家躾ゲーム 防災リュック

`」

台市東四郎丸児童館
小さな防災・減災 (コロナウィルス感染防
上のため中止〕

12月 3日 (上 )
仙台発そなえゲーム(コロナウィルス感染
睛上のため中止)
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6月 28日 (火)防災・滅災ワークショップ
仙台発そなえゲーム

仙台市立袋原中学校 2年 143名   場所 :仙台市立袋原中学校体育館
フアシリテーター,大招敏■.ヘルプ● 岩`孝子.南條智重.大野悠人

縦

"

′ ,

ず
|

|

書

7月 2日 (■)防災機 災ワークショップ
仙台発そなえゲーム

仙台市立東仙台小学校 4年 82名   場所 :仙台市立東仙台小学校
フアシリテーター :4ヽ岩孝子.大招敏■.大野悠人

7月 3日 (■)防災・減災ワークショップ
家族ゲーム～防災リュック～ いろいろな災害のときどうする。

薔防災醸ホ

““

3年用     術妨災雄本 +2・ 3年用

仙台市立生出小学校79名     場所:仙台市立生出小学校
ファシ1,テーター:小岩

=子
●

=● |・ ●

‐

||

,ノサ
・
`

●    ●

■
1

.′‐

ヽ

i

|´

家族ゲーム～防災リュック～
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災書がおきたときどうする。



7月 2'日 (水)防災械 災ワークショップ
家族ゲーム～防災リェック～&運難〕|1練

仙台市東四郎九児童館 50名 場所 :仙台市東四郎丸児童館
フアンリテーター :小岩孝子

口
`コ

L
′ヽ
●

′
`′.

ヽ _

何を入れてきたが.なぜ入れたのかみんなで嬌し合いました.

llll‖

―

・

| ●   |

議師ツ1ヽ岩孝子

||‐
―

|^

8月 4曰 (木)東北学院大学 場代社会と社会教育講話
「仙台発そなえゲームを通して地域防災を考える」

ｌ

．
　

ヽ

●
　

一

近くの市営住宅 4階^  しゃべらず.も くもくと.すばやく.あんせんに !!

ヽ

東北学院大学水谷ゼミ 場所 1東北学院大学

|

ヽ‐ _
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9月 17日 (■)防災・滅災ワークショップ
仙台発そなえゲーム

仙台市立幸町中学校 27名 .幸町南小学校 4年 47名

場所 :仙台市立■町中学校.■町南小学校

ファシリテーター,大沼敏■.南揆智重.大野悠人

10月 1日 (■)防災・滅災ワークショップ
防災・滅災学習プログラム

仙台市立小松島小学校 1年～6年 場所 1仙台市立小松島小学校

防災・減災学習プログラム教材提供

1・ 2年生 ′1ヽきな防舞 減災

3・ 4年生 いろいろな災書のときどうする。

5.6年生 家族ケーム 防災リュック

9月 3日 (■)防災懐 災ワークショップ
仙台発そなえゲーム

仙合市立中国中学校 2年 230名   場所 ,仙台市立中口中学校
メインファッ1,テーター :小岩孝子

フアシリテーター |三上
=子
.南榛智重.大野悠人

_●
=ヽ
D′

ヽヽ

10月 1日 (■)防災・減災ワークショップ
仙台発そなえゲーム

仙台市立西多賀中学校 338名 場所 :11台市立西多賀中学校
フアシリテーター .小岩孝子.大沼敏幸輌 條智重.大野悠人

|

i

2()



5.【心の総事業1つなぐ

5月 、12月

“

楯活動

|

～羽生結弦さんの言葉～
「『3・ 11』の時の夜空のように.■っ嗜だからこそ見える光があると信じています.」

お手紙を添えて.会報やマスクなどを送りました

7月

,ヽ
‐ ‐―

‐
．―

ヽ

　

．

■
１
１
１
■

．　
　
　
．
●

〓

´

●

a

子どもや地域の方たち45名の,加者にお丼を配布しました.
ヽへ
^へ ^^^へ ^^ヘ

ヘ ´ヽ

^^^^ヘ
ヘ
^″

．
ヽ

| ´

●

一
一ロ

1

いただいた食材等は.3月 18日 の「3・ 11笑顔 2023」 のくじび|き 景品として地域の

みなさんに配布しました.
ヽ

^^^^^^^^^^^^^^^^へ ^^″
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新型コロナ応援活動
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児童クラブの子どもたちへ 3月、4月ランテ・おやつ提供

3お ひなまつりおやつ

3“ ラーメン

3′12お好みうどん

3′

“

ハリーパフェ

γ18お好み寿司
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｀
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3′19ハリーカレー
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L■

2023年 3月 18日 (■ )3¬ 1実顔2023～ 東日本大震災を忘れない～

《ご挨拶》 《フットサル教皇》

II I

●

ヽ _

8年ぶりに由本さんとゆかいな仲i・,たちにも  元セレッソ大阪ユースの今川さんによるフットサル
参加いただきました.            教菫.
由本さんには総本読みmかせ.くじびき   他の小学校のお友ち や高校生のお兄さんと一緒に
コーナーのお手伝いもしていただきました.  いっぱい体を動かしました.

ノ υ VVウ ▼ し υ Vψ じ υ WVじ υ フヽ υ υ V｀ _

11・
・
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521 おにぎり&豚汁

●

528ハリーカレー
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由本さんたちと愉快な仲間たちがやってきた ::

嘔巨|

●

L

:

=
■●●

●

ヽ

|

‐

「

ー

‐ ‐●

● ●

′ ●

|



仙台市の指定管理運営団体や業務チ祗事業所と述換 し月 1回の児童鯨運営検討会.

児童館の遅営について語し合い.子 どもたちの健全育成事業に取り紅んできた.

仙台市東口郎丸児童館 白石市第―児童館・第二児童館 Ⅲ

O太白区子育てネットワータ事業

0理事長の講 員などの活動

委員活動

仙台市敬諄ι子ども常合プラン還省委員会

仙台市社会福祉■議会老人福祉専門分科会

仙台市市民フオーラム実行委員会

仙台市社会福祉協議会第5次福祉活動計画推進恐親会

仙台市社会襦祉協議会太白区社会福祉協議会委員会

仙台市特別文楼教●乖進プラン検討姜員会

仙台市子ども賛国対策並びに
ひとり親家庭及び寡婦日立促迎計画策足委員会

‐

|●

■マ

O宮城県児鑓 放級後児童クラブ連絡協議会理事会

●城県内の児童館と連剪し.子 ども・子育て社会を目指し.扁1煙事長として活動.

0仙台市内児童掟連絡協議会

2う

6.【児童館事業】 協働する

「手をつなぐ児童館」「子どもの未来を応援する児童鮨」を目指し.

仙台市東四郎丸児童を.自石市第一児童館・第二児童館を指定

管理運営をしています.         (す 黎報制
`馘
)

7.:その他の連携事業】

太|」区社会福祉協議会主催事業.太白区の乳幼児規子支援活動.

仙台市社会福祉喜議会地域福祉専門分科会



語演活動

筋災・滅災つ―クショップ1仙台発そなえゲーム」(仙台市立輩原中学校,

紡災・瀬災ワークショップ
`仙
台発そなえゲームメ仙台市立東仙台小学校 ,

7員
`日

肪災・漱災ワークンヨツフ1いろいろな災害のときどうする●」

「家族防災について考えよう～防災リュック～」(仙台市立生出小学校 )

防災・減災ワークショップ「防災リュック」(仙台市粟国郎丸児童館,

蒟災・滋災ワ~クン
'ツ
プ′仙台発そなえゲーム」(仙台市立中国や宇枝 )

10員 1日 防災.裁災ヮークションフ「仙台発そなえゲーム」(仙台市立西多贅中学技 ,

1ヽ 月178 11台市立八t]小学校 「子青て講座」

東北学院燎 SWttJ子青て責撮と地域社会」

対外活動

仙台市特別支援教育推進プラン検討委員会

仙台市児童館指定管理運営会撻

富城県児童蟷・放撰後児童クラブ連絡協議会理事会

賞城県児童館・放課後児童クラブ連絡協議会総会

0月 ,3 仙台市特,|1支援教育推進
プラン第1回検酎委員会

宮城県児童館・放繰後児童クラブ連絡協腋会理事会

OЯ ,8 仙台市社会福祉審機会

仙台市児童鮨指定管理週雪会議

7月 0日 宮城県児童館i課後児童クラブ連絡協議会理事会

第1回夫白区社会福社協議会

,■ 2● 日
第1回仙台市子どもの貧困対策並びに

ひとり侵家庭及び写婦自立促進計画策定協饉会

2月 2'日

仙台市特別支援教育推進プラン第3回織け姜員会

宮城県児童館・放課後児シ ラブ連絡協蟻会事ヽ局会議

26

0月 28日

,月 2日

,月 2'日

8月 ●日 東北学院大学小谷ゼミ 色鍼福祉 「仙台発そなえゲーム」

,月 18 薬」t,■祉大学「地連福祉論」

0月 ,8

イ1月 24日 仙台市立北中山小学校 「千育て譲塵」

12月 10日

1月 10日 東北福祉大学
'塚
薩字演留」

4月 2● B

●具20日

4月 2,日

0月 1,0 第1回せんだい子ども応援団体ネットワークミーティング

0月 20日

`1台

市児童館連絡協譲会

0月 9日 第49回仙台キつ=ス社会公益獄表彰式

0月 27日

,月 12日

,月 10日 仙台市特別支糧教育推進プラン第2回検討委員会

太白区民生委員推願委員会

8月
`0自
仙台市旗躁後子ども総合プラン選曽委員会

9月 Oa

。■12日



宮城県児童静 放課後児童クラブ連絡協議会事務局会議

宮城県児童簾 放課後児童クラブ連絡協議会理事会

10月 7日
第2回仙台市子どもの資困対策並びに

ひとり親家庭及び募鵜 立促進計画策定協議会

,0日 ,0日 災害に強いコミュニティのための市民フォーラム実行姜員会

第2回せんだい子ども庫操団体ネットワークミーティング

10月 2,日
第3回 |1台市子どもの資困対策並びに

ひとり親家庭及び寡婦自立促進計回策定協議会

11月 4日 仙台市児童館指定管理還宮会議

`1月
12日 宮城県児童証 旗課後児童クラブ連絡協躍会理事会

仙台市社会福祉審議会第1回地域福祉事円分科会

11月 10日 災書に強いコミュニティのための市民フォーラム実行姜員会

,イ 員,8日
第4回仙台市子どもの貪田対策並びに

ひとり親家庭及び寡籟 立促進計画策定協議会

il月 2,日 仙台市放課後子ども総合プラン運営委員会

12月 12日 宮城県児童

"放
課後児童クラブ連播協議会事務局会議

せんだい豊齢学園事業邁営委員会

仙台市社会権祉協議会太白事務所会議

仙台市特別支晏教育推進プラジ第4回検討委員会

,月 188

仙台市特,|1支援教育推進プラン第6回校

"讐
員会

1月 00日

1,台市社会椰祉審撻会老人権祉専,1分科会

2月 0日
第5回仙台市子どもの贅困対策並びに

ひとり場家庭及び募襲 立促進計画策定協議会

2月 1,3 白石市子ども家庭課会議

2月 1,日 東北学院大学CSW公開研修奎

防火管理者講習

2月 28日 男1回第藪 地域福祉活動計画推進懇談会

宮城県児童館.放課後児童クラブ連絡協餞会事務局会議

宙城県児童館薇 課後児童クラフ連絡協議会理事会

0月 1,日

仙台市社会福祉協機会太自事務所会議

3月 20日

'月
1,日 仙台市児童館指定管理運営会議

,月 20日

'月
20日

10月 2,日

,1月 10日

12月 0ヽ日

,2月 22B

仙台市児童掟管理速曽団体会議

1月 2●日

仙合市汝課後子ども総合プラン適咎委員会

2月 ,日

2月 20日

2月 20日 みやぎ子ども食堂ネットヮーク会議

3月 0日

3月 0ヽ日

第1,回災
=に
強いコミュニティのための市民フォーラム

3月 168

(1台市社会福祉審議会老人福祉率円分科会

介饉保険書略会合同妥員会
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地菫量聖

ほぅとネット|。東中田運営姜員会

子ども食堂～ハリーレストラレ～

ほうとネットio東中田定

"会

子ども食堂～′ヽリーレストラン～

ほうとネットlo東■田運営姜員会

かにつこ和太菫隊

東中田子育てネットワーク会議

11会福祉法人共生福社会節 回澪機員会

四郎丸地区第1回高齢者問題懇親会

ほoとネット,●東中田定例会

子ども食堂～′ヽリーレストラン～

ほぅとネット.・東中田運営委員会

8月 20日

ほoとネット,o東中田定何会

学びのコミュニティ推進実行委員会会議

子ども食堂′ヽリーレストラン

ほoとネット,●東中田退営委員会

10月 8日 かにっこ和太鼓隊

子ども食堂ハリーレストラン

かにっこ和太藪隊

にこにこの家理事会

四郎丸地区第2回高齢者問題懇親会

子ども食堂ハリーレストラン

ほうとネットio東中田定例会

かにっこ和太鼓は

4月 lB

4月 25日

5月 6日

コミュニティスクー′,畿明会

ほっとネットlo東中田懇親会

6月 18日

6月 20日

6月 24日

6月 25日 子ども食堂～ハリーレストラン～

7月 1日

7月 16日 かにぅこ和太餃隊

子ども食堂′ヽリーレストラン

8月 27日 かにぅこ和太蔵隊

9月 2日

0月 10日 かにぅこ和太餃隊

仙台市立釜原中学校避難所運営委員会

9月 20日

9月 24日

10月 7日

10月 22日

10月 25日

11月 68

11月 11日

11月 19日
かにoこ和六鼓隊
仙台市児童・■少年健全育成大会 オープニング演奏

,     _
1   5月 6日
―

― ―・ ― ― ―・ ― ― ―
‐

1  5月 26日

5月 28日

1  6月 17日 |

1  6月 18日 |

,          ,
1  6月 20日 [

1  6月 23日 l

1  6月 24日 |

6月 25日
|~ア
¬

岬
一狙

月

¨
月
二
７
8月 5日

日
¨
日

７

一
２

２

¨
月

月

¨
９

８

一

0月 10日
,          ,
1  0月 14日 |

1  9月 20日 |

9月 24日
|

10月 7日
|

10月 15日

10月 25日

10月 23日

| ,1月 11日
■‐‐‐‐‐‐・――――‐

1 11月 13日

11月 19日
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ほっとネット,o東中田運営委員会

12月 16日 (1台市立東四郎丸小学校コミュニティスクール会艤

12月 23日 子どヽ 食螢ハリーレストラン

1月 31日 学びのコミュニティ推進実行桑員会会憾

四郎丸のビーロー(仙台市立四郎丸小学校4年生総合学
習 )

2月 8日 四富「丸t区高齢者間睡懇親奎

2月 10日 仙台市立東四郎丸小学校午依運営協議会

にこにこの家理事会

2月 278 にこにこの家生活サポーター研修

3月 ,日 自石市第一児童館.第二児童館保護者説明会

3月 10日 仙台市東四郎丸児童鮭保護者説明会

3月 20日

社会福祉法人夫生福社会熟 回評議員会

Ⅳ 組織運営に関する事項

2 理事会の開催

開催日(第 1回 5月 12ロ (金)令和 3年度事業報告及び令和 4年度事業計画

(天面にて)

(月 )第一号議案 令和 4年度事業経過について
第二号議案 令和 5年度事業について
(0)第一号議案 令和 5性 事業について

毎月 1回定例会年 12回

児童クラブ保護者会年 3ロ

束中国子育てネッ l・ ワーク会議 年 1「 |
毎月 1回渤 1会各年 12回 親の会各年 2回
(4)ほうとネット会議 年 11回
● 2回

第 2回 11月 7日

第 3日 2月 24月

3.会議
(1)仙台市東四lF九児童館

白石第一・第二児童館

1ヽ務局会議 年 3回
学びのコミュニティ会議

1.総会の開催   通常総会   正会員26名 贅助銀 3名
開催日時 (2022年 5月 25日 (水)10130～ ll i 30  ,嚇

"に
こにこの家

議案 :第 1号議案 す業報告普.財産目録.貸借対熙表及び収支決算書
体 2号錬  事業計画書.収支予算書 (案)の審議及び議決

12月 2B

2月 18

2月 24日

にこにこの去生活サボーター研修

0月 28日
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4.組織の広報および理解促進
(1)tこ こにこの家会議.東四郎九児範 だより 年 12回

→地地 携による町内回覧.施設や■―校.町内会など37衝所配布

(2)にこにこの家イベントやほぅとネットi、 東Ⅲ日午閻カレンダーなど

‐ときた ,∫北新聞店さん 3950世帯無料配布 年 5回

(3)ホームベージによる情報発信 QRコー ド活用・―}P.緊急連絡コーナーヘ

5.事務局員体制
(1)NPO法人FOR YOUにこにこの字 事務所 (太白区袋原 3-16-52)

仙台事務局務 局長 l名′事務 l名侑 償ボランティア3名/紡問型サポーター 6名

白石事務局事 務局チーフl名  事料 名
(2)lll台市

'1'四
郎丸児童館 (大白区四郎丸学大宮 26-10)

館長,l名  竹勤支援員 ,3名  非付勤支援員 :3名  アツレ ィヽト l名
(3)自石市第一児童館 (白石市字亘理町 37-1)

館長il名  常勤支援員12名  非仕勤支援員 :7名
白石市第二児童館 (白石市字白石沖 6-3)

館長 :1名  常動支援貫 :3名  非常勤支援員:5名

6.職員研修
今年度は新歩 ロナウィルス対応のため研修の機会が少なかったが.法人全体研修ができた.

NPO法人 FOR YOUにこにこの家今職員研修 1回

にこにこの家,務局 ・仙台市障害高齢課

・(1台市子ども未来局

訪i.]型コ「修

子ども■動

2回
1回

`|1台

市東四郎,t児童ヽ ・令和 4年度児童館等職員研修
・放課後児童支援員認定贅格研修
・地域コーディネーター研修
・●114年度 児童館長研修
・ミニかにつこセミナー

2回
4回

l回

l匝:

中止

`1石

市第一児螂 ・放課後児童支援員研修
.白石市放課後児童クラブ連絡会
・白石市放課後子ども教宝スタンフ合同研修

4口

1回
1回

白石市第二児童館 憫 八児童熾連絡協議会館長研修
・白石市政惧後児童タラブ連蒋会
・白石市政惧後子ども教■スタッフ今同研修会

l回
l回

l回

|う0



特定非営利活動法人 Ryヽ CヽUに こにこの家
誰にも優しいまちに !!
この地域の中でいつまでも

暮らしていたいあなたを応援します !

T981-1101仙台市太白区袋原3-16-51
T日_′F△× 241-0858
ほつとネットin東中日事務局

*ことも食堂事業 *
*シ ニ ア応 援事業 *  *地 域 交流 事業 *
*防 災・ 減 災事業 *  *心 の輪 事 業 *

*児童 館事 業 *
仙台市東四郎丸児童館
白石市第一児童館
白石市第二月藤館
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